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Ⅰ．はじめに 
介護福祉士は、1987 年に制定された「社会福祉士及び介護福祉士法」で規定された名称

独占の国家資格である。介護福祉士の資格をせっかく取得しても未就業の人が少なくない

こと、その理由として労働環境の悪さが大きく影響していることが示されている（厚生労

働省 2008）。加えて、継続の要因として、岸本（2002）は、介護者の特性との関連で①バー

ンアウトの症状、②仕事への価値観、③スピリチュアリティ、④上司・同僚からのサポー

ト、⑤仕事の自己評価などが関係していること、張（2008）は、継続している施設の特性

として、①職員の資質向上に積極的に取り組んでいる、②賃金、休暇の取得、福利厚生に

満足度が高い、③役割が明確である、などが関係していることを示している。しかし、ス

トレスフルな状況にあってもなぜある人は介護職を継続しているのか、それは断面でとら

えることはできない。プロセス的なものが作用している可能性があるが、プロセス的な要

因を解明した研究はほとんどない。以上のような問題関心から、研究では特別養護老人ホー

ムの現場で働く介護福祉士が、どのようなきっかけで介護職を選択し、何を支えに仕事を

継続しているのか、そのプロセスを実証的に明らかにすることとした。 
Ⅱ．研究方法 
１．対象者：関東地区の 4 か所の特別養護老人ホームに勤務する介護福祉士であり、以下

の①②のいずれかの基準にあった 14 人を機縁法で選択した。①専門学校で介護福祉士資

格を取得し、経験が 3 年以上の人、②国家試験を受けて介護福祉士資格を取得し、経験が

5 年以上の人。年齢は 24 歳から 34 歳であった。 
２．方法：半構造化インタビューを実施した。 
３．分析方法：修正版グランデッド・セオリー・アプローチを使用した。 
４．倫理上の配慮：桜美林大学研究倫理委員会の承認をえた。調査対象者に調査の協力は

任意であることを明示し、調査データの固有名詞は記号化し、個人が特定されないように

した。 
Ⅲ．結果 
 〈  〉は概念、【  】はカテゴリーを示している。調査対象者はすべて継続意思を表

明していた。 
 本研究では、【介護の仕事に心が動く】【きつい労働条件】【周囲との相互作用】【適応努

力】というカテゴリーが抽出された。介護福祉士が仕事を継続してきたという過程は、【介

護の仕事に心が動く】ことから始まっていた。このカテゴリーは、親族が介護職であった

り、日常を共にする、あるいはたまに会う祖父母の介護経験という〈身近な生活経験〉、学

校の先生に進学の時に進められたという〈周囲の勧め〉、介護専門学校や福祉系の大学に進

学し、教育を受けたことがきっかけになったという〈学校での介護・福祉の学び〉、そして

〈就職難〉という４つの概念で構成されていた。 
現場で仕事をしていく中で、すぐに〈変則勤務・夜勤〉〈低賃金〉〈少ない職員〉〈孤立

労働〉という４つの概念で構成される【きつい労働条件】に直面することとなる。 
このような【きつい労働条件】にあっても仕事を継続していこうという要因として、【周

囲との相互作用】【適応努力】という２つのカテゴリーが抽出された。【周囲との相互作用】

とは、利用者や家族からのよい反応、利用者に支えられていると感じるという〈利用者・

家族との良好な関係〉、上司からの肯定的評価や昇進といった〈職場や上司との良好な関係〉、

他の職種からの専門職として評価されるといった〈他職種からの信頼〉という３つの概念
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によって構成されていた。【適応努力】は、日々の仕事の中で介護福祉士としてスキルを磨

き、様々な仕事を同時進行でこなす中で感じる感覚、すなわち〈多面的な仕事の喜びと辛

さの自覚〉、多忙な中でも自分の時間をもつという〈リフレシュする時間の確保〉、実際の

利用者の死を体験する中で、介護職としての自覚を大きく感じ始め、仕事の重みを強く感

じるという〈命を預かる仕事の自覚〉という３つの概念で構成されていた。 
Ⅳ．考察 
１．周囲との良好な相互作用 

中堅介護福祉士がきつい労働条件に直面しつつも仕事の継続意向をもつことができる

要因として周囲との良好な相互作用が重要であることが示唆された。周囲との良好な相互

作用の中でも、利用者との良好な関係はケアという仕事の特質と関係している。ケアの経

験を通じて、高齢者に支えられているという感覚をもち、それが仕事の継続を支えていた。 
２．適応努力の重要性 

本研究では、仕事継続意思をもつ介護福祉士が利用者や他の職員と良好な関係は、周囲

から提供されるものではなく、【適応努力】という主体的な取り組みによって形成されたこ

とが示唆された。〈命を預かる仕事の自覚〉は、介護は毎日が「命との戦い」「命を守る」

という仕事である。現場経験の中で、命を預かるという実感をもつことになる。〈専門職と

して介護福祉士を志向する〉は、自律した役割をもって仕事に臨みたいと希望しながら介

護をしている対象者が少なくなかった。専門職としての地位を確立したいという希望が仕

事の継続意思に結びついていると考えられる。〈多面的な仕事の喜びと辛さ〉は、利用者の

生活全般を支えるという総合性、つまり、介護福祉士の仕事の特性である「あいまい性」

と関係している。つまり、福祉・介護職の仕事特性である「あいまい性」は、〈多面的な仕

事の喜び〉という業務の独自性・専門性への自覚と自信に結びつく反面、確固とした業務

内容があるようで、ないというストレスフルな状況である〈辛さ〉も招くという諸刃の剣

という性質があることが示唆された。 
３．過剰適応の危険性を認識すること 

本研究においても、これまでの指摘と共通して、対象となった介護福祉士は低賃金とい

う問題を指摘していたが、興味深いのは賃金の引き上げを正面切って要求する人がいな

かった点である。見方を変えれば、賃金が低いことを問題にしつつも、それを封じ込め、

まともに要求をしないから介護職を継続できているともいえる。しかし、介護職の適応努

力のみに依拠し、介護の質を確保するという方向性は正しいとはいえない。努力―報酬不

均衡モデル（宗方，2007）では、勤労者の健康は仕事の遂行のために彼らが行う努力の量

とその結果として得られる報酬の水準によって決定されるとしている。多大な努力をして

いるにもかかわらず、その努力が評価されず高い水準の報酬に結びつかない場合には、人

びとに情緒的な緊張（怒りや不満）や身体的症状が出現する危険性が高いと指摘している。

適応努力をより有効にするには、低賃金の解消を含めた介護福祉士の労働条件の改善が必

要である。 
４、今後の課題 

本研究の知見は、中堅介護福祉士の中で継続意思をもつ人に限定した調査に基づくもの

であった。対極事例として継続意思を持たない人に対しては調査ができなかったので、今

度は、継続意思を持たない、もしくは既に離職をした介護福祉士に対しても調査を行い、

本研究で導き出された概念をより普遍的なものとしたい。 
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